
広報奥出雲 2広報奥出雲3

▲退任・就任式の様子

▲溝口県知事から認証の交付を受ける川西部長
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教 育 委 員 の 人 事 異 動教 育 委 員 の 人 事 異 動教 育 委 員 の 人 事 異 動教 育 委 員 の 人 事 異 動
　５月24日付けをもって、勝田稔教育委員長、若槻愼二教育長が任期満了となり、５月
15日の第３回奥出雲町議会臨時会において、新しい教育委員に、安部　隆氏（中村）、
石原道夫氏（八代）が任命され、議会の同意が得られました。
　これを受けて、５月25日、教育委員会が開催され、教育委員長に松浦　昇氏（中村）、
教育長に安部　隆氏が就任されました。

　
こ
の
た
び
、
教
育
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
「
教
育
、
文
化
、
体
育
・
ス
ポ

ー
ツ
の
面
に
お
い
て
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
夢
を
語
り
、
よ
り
豊
か

に
生
き
る
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
に

向
け
、
ま
ず
、
全
国
や
県
内
の
他

市
町
村
に
誇
る
べ
き
歴
史
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
地
域
の
財
産
を

町
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
ち
、

夢
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

一
つ
一
つ
の
評
価
、
情
報
発
信
に

心
掛
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
内
教
育
施
設
の
整
備
、

「
学
ぶ
意
欲
」
と
「
学
ぶ
力
」
の

育
成
、
不
登
校
や
生
徒
指
導
上
の

諸
課
題
の
解
消
、
地
域
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
等
に
係
る
方

針
決
定
や
具
体
的
な
対
応
な
ど
、

早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
り
、

関
係
組
織
と
の
連
携
・
協
働
を
大

切
に
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

教育長

安 部　 隆
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つ

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
こ
の
た
び
、
教
育
委
員
長
に
推

挙
さ
れ
、
そ
の
任
を
お
受
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
浅
学
非
才
の
私
に
は
、
甚
だ
大

任
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
奥
出
雲

町
の
教
育
の
た
め
に
、
全
力
を
尽

く
し
て
そ
の
任
を
遂
行
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
奥
出
雲
町
の
現
状
を
み

る
と
人
口
減
少
、
少
子
化
と
高
齢

化
が
進
み
、
教
育
委
員
会
の
管
轄

で
あ
る
社
会
教
育
分
野
、
学
校
教

育
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々
な
課

題
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
分
野
で
は
、
地
域
の

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習
等

の
活
動
が
後
継
者
の
問
題
、
組
織

の
縮
小
等
に
よ
り
、
保
存
、
継
承

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
教
育
分
野
で
は
、

少
子
化
に
よ
る
極
小
規
模
校
の
問

題
、
幼
保
の
一
元
化
等
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
諸
問
題
に
将
来
を
見
通
し
た
視

点
に
立
っ
て
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教育委員長

松 浦　 昇

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
五

月
二
十
四
日
を
も
っ
て
、
奥
出
雲

町
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
顧
み
ま
す
と
、
各
種
団
体
や
学

校
教
育
予
算
な
ど
旧
町
で
異
な
っ

て
い
た
事
柄
の
統
合
・
統
一
や
横

田
中
学
校
の
大
規
模
改
修
を
は
じ

め
と
す
る
教
育
環
境
整
備
に
、
財

政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
中
、

議
会
を
は
じ
め
、
関
係
諸
団
体
や

町
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
支
援
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
一
方
、
文
科
省
や
県
指
定
の
事

業
は
、
地
域
社
会
と
連
携
し
た
事

業
の
推
進
が
求
め
ら
れ
、
学
校
や

地
域
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
協
力

に
よ
り
、
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
達
が
ス
ポ
ー

ツ
で
全
国
大
会
に
出
場
し
優
勝
し

た
り
、
中
国
・
県
大
会
で
好
成
績

を
上
げ
、
文
化
活
動
で
も
全
国
表

彰
を
た
く
さ
ん
受
賞
す
る
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
「
心
豊
か
で
潤

い
と
活
力
の
あ
る
町
」
づ
く
り
に

町
民
の
一
人
と
し
て
、
努
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

前教育長

若 槻 愼 二
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こ
の
た
び
、
任
期
到
来
を
も
っ

て
教
育
委
員
を
辞
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
老
骨
不
宵
を
か
え
り
み
ず
の
四

年
間
、
皆
様
の
代
表
と
し
て
何
が

で
き
た
か
と
思
い
ま
す
と
、
お
恥

ず
か
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

な
ん
と
か
大
過
な
く
任
務
を
全
う

で
き
た
と
す
れ
ば
、
た
だ
感
謝
あ

る
の
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
最
大

の
喜
び
は
、
こ
の
間
に
教
育
基
本

法
が
改
正
に
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
戦
後
六
十
年
余
り
、
道
徳
教
育

が
事
実
上
軽
視
さ
れ
続
け
て
き
た

こ
と
へ
の
反
省
が
、
こ
の
改
正
法

に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
か

ら
で
す
。

　
新
た
な
委
員
さ
ん
方
に
よ
り
、

奥
出
雲
町
の
教
育
が
学
校
、
地
域
、

家
庭
の
融
合
の
も
と
、
い
よ
い
よ

充
実
さ
れ
て
い
き
ま
す
こ
と
を
祈

り
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前教育委員長

勝 田　 稔

た
に
か
わ

　
六
月
一
日
、
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
院
で
、
役
員
の
退
任

式
並
び
に
就
任
式
が
行
な
わ
れ
、

職
員
や
学
院
生
約
二
百
五
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
退
任
さ
れ
る
岩
田
一

郎
前
理
事
・
前
町
長
、
下
山
誠
前

理
事
長
・
前
学
院
長
へ
花
束
や
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
新
理
事
長
に
就

任
し
た
、
井
上
勝
博
町
長
、
谷
河

精
規
新
学
院
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
退
任
式
で
は
、
岩
田
前
理
事
か

ら
「
国
家
試
験
の
合
格
は
も
と
よ

り
、
日
本
や
世
界
の
リ
ハ
ビ
リ
医

療
の
最
先
端
で
活
躍
さ
れ
る
よ
う

念
願
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
下
山
前
学
院
長
か
ら
「
勉
学

に
課
外
活
動
に
益
々
励
ま
れ
る
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
学
院
生
を
激

励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
井
上
理
事
長
と
谷
河
学

院
長
か
ら
「
こ
れ
ま
で
二
人
が
築

か
れ
た
開
学
精
神
を
更
に
発
展
さ

せ
、
今
後
の
学
院
づ
く
り
に
取
り

組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
岩
田
前
理
事
は
、
当
時
県
内
一

ヶ
所
の
設
置
も
厳
し
い
と
い
う
設

置
基
準
の
中
で
、
四
年
制
の
医
療

技
術
専
門
学
校
と
し
て
全
国
的
に

も
数
少
な
い
町
全
額
出
資
の
学
校

法
人
と
し
て
設
立
。

　
最
新
の
設
備
を
完
備
し
た
学
舎

や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
学
生
住

宅
の
建
設
整
備
、
学
院
生
へ
の
経

済
的
支
援
を
図
る
な
ど
、
学
院
の

教
育
環
境
整
備
の
充
実
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
誠
前
学
院
長
は
、

島
根
医
科
大
学
の
学
長
を
退
職
さ

れ
た
後
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
就

任
要
請
が
あ
る
中
、
平
成
十
五
年

に
理
事
長
、
平
成
十
六
年
に
学
院

長
に
就
任
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
、

卒
業
生
へ
の
高
度
専
門
士
の
称
号

を
付
与
で
き
る
認
可
の
取
得
を
は

じ
め
、
全
国
に
先
駆
け
た
、
西
日

本
で
唯
一
、
評
価
機
構
に
よ
る
優

れ
た
教
育
機
関
と
し
て
認
定
を
受

け
る
な
ど
、
学
院
の
改
革
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
谷
河
新
学
院
長
は
、
平
成

十
九
年
四
月
に
島
根
大
学
名
誉
教

授
と
な
ら
れ
、
昨
年
か
ら
当
学
院

の
講
師
と
し
て
学
生
の
教
育
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
学
院

の
教
育
理
念
・
目
標
を
引
き
継
い

で
、
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▲

退
任
さ
れ
た
下
山
誠
学
院
長（
左
）と

新
任
の
谷
河
学
院
長（
右
）

　島根県が今年度から導入した「安全で美味しい島根の県産品認証」
の第１号に、奥出雲椎茸の生シイタケ（菌床栽培）が選ばれ、６月
１１日に溝口県知事から認証書が交付されました。
　奥出雲椎茸は、県の定める衛生管理など６６項目の基準をすべて
クリアし、審査員による厳しい現地審査の結果、生産から出荷まで
の各段階において、高い安全性が認められました。

　奥出雲椎茸の川西功徳部長は「今回の認証は、生産
業務に携わる従業員や生産農家の意識向上につながった。
これからも品質管理を徹底していきたい」と話されま
した。
　既に奥出雲椎茸は、仁多米、仁多牛に次ぐ、奥出雲
町を代表するブランド品であり、今回の認証により、
さらに品質の良さ、安全性のアピール度が増し、市場
での競争力が一層高まると期待されます。

奥出雲椎茸奥出雲椎茸
安全で美味しい島根の県産品に認証安全で美味しい島根の県産品に認証
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